
　

平
成
26
年
３
月
５
日
に
市
の
特

別
史
跡
の
指
定
を
受
け
た
戦
国
時

代
の
山
城
跡
・
平
瀬
城
跡
を
整
備

し
、
県
史
跡
、
国
史
跡
に
格
上

げ
し
よ
う
と
発
足
し
た
住
民
組
織

「
平
瀬
城
跡
一
口
城
主
会
」（
代
表

城
主
・
逢
澤
征
夫
）
の
活
動
が
４

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

１
口
１
０
０
０
円
以
上
で
「
一

口
城
主
」
に
認
定
、
資
金
を
財

源
に
環
境
整
備
に
努
め
て
い
ま

す
。
初
年
度
は
67
人
、
昨
年
度
は

81
人
が
賛
同
、
昨
年
は
県
の
元
気

づ
く
り
支
援
金
も
交
付
さ
れ
、
活

動
も
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
本
城

側
の
山

頂
部
は

写
真
の

通
り
生

い
茂
っ

て
い
た

樹
木
も

伐
採
さ

れ
、
眺

望
も
抜

群
に
。全
体
の
面
積
は
10
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
も
及
ぶ
た
め
、
息
の
長
い
活

動
と
な
り
そ
う
で
す
。

　

今
年
も
「
一
口
城
主
」
を
募
集

中
。
俳
優
の
仲
代
達
矢
さ
ん
も
賛

同
し
「
名
誉
城
主
」
と
な
っ
て
い

る
こ
の
会
の
活
動
に
皆
さ
ん
も
ご

協
力
を
。
問
い
合
せ
は
勘
定
奉
行

の
逢
澤
國
晃
さ
ん
（
T
E
L

０
２
６
３・３
５・２
５
８
３
）
へ
。 　

14
～
16
世
紀
に
松
本
地
方
を
支

配
し
て
い
た
信
濃
守
護
・
小
笠
原

氏
の
家
臣
・
平
瀬
氏
の
居
城
と
さ

れ
、
天
文
20
年
（
１
５
５
１
）
に

武
田
晴
信
に
攻
め
ら
れ
落
城
、
そ

の
後
に
廃
城
。
城
の
遺
構
は
破
壊

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
現
在
も
曲
輪

や
石
積
み
、
山
の
斜
面
に
設
け
ら

れ
た
空
堀
な
ど
の
遺
構
が
残
り
ま

す
。「
本
城
・
南
城
」
と
も
に
主

郭
部
分
が
中
信
地
方
の
山
城
の
中

で
も
ず
ば
抜
け
て
面
積
が
広
く
、

尾
根
続
き
の
背
後
に
築
か
れ
て
い

る
連
続
堅
堀
は
、
こ
の
地
方
一
帯

に
見
ら
れ
る
特
徴
的
遺
構
で
、
そ

の
規
模
や
複
雑
さ
に
お
い
て
他
の

山
城
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る

と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
よ
り
、
前
任
の
胡
桃
館
長

の
後
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
赤
廣
三

郎
と
申
し
ま
す
。
こ
の
島
内
で
育

ち
、
住
ま
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
日
々
各
種
の
会
合
に
出
席

し
な
が
ら
、
ま
ず
は
役
員
の
皆
さ

ん
の
顔
を
少
し
で
も
早
く
覚
え
よ

う
と
努
力
中
で
す
。

　

良
い
意
味
で
60
代
～
70
代
を
年

寄
扱
い
す
る
時
代
で
は
な
く
な
り

　

地
域
の
皆
様
、
関
係
の
皆
様
に
支

え
ら
れ
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

6
年
間
島
内
公
民
館
長
の
職
務
を
果

た
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か

ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
間
、
先
人
の
足
跡
に
学
び
、

郷
土
の
歴
史
文
化
遺
産
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
よ
り
新
し
い
豊
か
な

地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

人
と
の
出
会
い
交
流
の
場
と
し

長
い
歴
史
を
持
つ
灯
篭
ま
つ
り
や

芸
術
文
化
祭
、
運
動
会
な
ど
を
継

続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

歴
史
文
化
財
を
掘
り
起
こ
し
て

マ
ッ
プ
や
紙
芝
居
の
作
成
、
ま
た

少
子
高
齢
化
に
あ
わ
せ
て
世
代
間

交
流
事
業
な
ど
を
展
開
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

公
民
館
は
、
住
民
の
学
び
の
場
、

人
づ
く
り
の
場
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
人
口
減
少
社
会
が
進
む
中
、

赤
廣
新
館
長
を
迎
え
、
公
民
館
活

動
の
充
実
、
あ
わ
せ
て
島
内
地
域

の
発
展
を
ご
祈
念
申
し
あ
げ
、
お

礼
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
し
た
。
入
園
式
、
入
学
式
に
参

加
し
、
子
供
た
ち
の
数
の
多
さ
に

ま
ず
驚
き
、
且
つ
自
分
の
時
代
と

は
違
う
ス
マ
ー
ト
さ
に
も
感
心
し

活
気
あ
る
地
域
だ
と
改
め
て
実
感

し
て
い
ま
す
。
島
内
の
公
民
館
活

動
は
、
村
時
代
の
昭
和
25
年
か
ら

そ
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

島
内
に
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住

ん
で
い
て
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
の
ご
縁
を

大
切
に
、
先
輩
に
倣
い
公
民
館
と

し
て
お
役
に
立
つ
た
め
精
一
杯
の

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
指

導
、
ご
尽
力
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

～城跡からのながめ～
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４
月
１
日
付
け
人
事
異
動
に
よ

り
、
梓
川
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
か
ら
異
動
し
て
き
ま
し
た
寺

坂
と
申
し
ま
す
。
窓
口
業
務
を
通

し
て
島
内
地
区
の
み
な
さ
ま
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
付
け
人
事
異
動
に
よ

り
中
央
図
書
館
よ
り
異
動
し
て
き

ま
し
た
矢
野
と
申
し
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
が
快
適
に
図
書
館

を
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

精
一
杯
務
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

初
め
ま
し
て
。

　

今
年
度
よ
り
島
内
地
区
担
当
保

健
師
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
、
鈴
木
藍
子
と
申
し

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部
】

　

優　

勝　

島
高
松

　

準
優
勝　

青
島

　

第
３
位　

南
中

※
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

　

の
悪
化
に
よ
り
、
延
期
と
な
り

　

ま
し
た
。

　

小　

宮

　

高　

松 （
会
長
） 

　

島
高
松

　

北　

中

　

南　

中

　

青　

島 （
副
会
長
）

　

松　

島 （
会
計
）

　

新　

橋

　

東　

方 （
副
会
長
） 

　

町

　

北　

方　

　

上
平
瀬

　

平
瀬
川
西

　

平
瀬
川
東

　

下　

田

　

山　

田

　

犬
飼
新
田

　

中　

田

　
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
小
宮

　

小
宮
西

　

小　

宮

　

高　

松 （
会
計
） 

　

島
高
松

　

北　

中

　

南　

中（
会
長
）

　

青　

島 （
副
会
長
） 

　

松　

島 （
副
会
長
） 

　

新　

橋

　

東　

方 

三
沢　

一
元

平
林　

大
喬

堀
内　

嘉
昭

赤
廣　

和
位

犬
飼　
　

功

丸
山　

善
司

宮
田　

芳
彦

白
木　

好
雄

島
村　

昌
代

高
島　

清
次

栗
田　

秀
司

清
水　
　

茂

市
之
瀬
信
二

望
月　

照
美

逢
澤　

幸
子

大
澤　
　

博

村
山　

正
夫

矢
口　

忠
久

細
澤　

   

正

安
藤
美
佐
子

小
穴　

敬
三

丸
山
眞
喜
子

堀
内　

洋
一

高
橋　
　

勝

五
十
川　

進

井
出　

嘉
次

百
瀬　

重
男

山
田　

博
甲

今
井　
　

博
　

町

　

北　

方　

　

上
平
瀬

　

平
瀬
川
西

　

平
瀬
川
東

　

下　

田

　

山　

田

　

犬
飼
新
田

　

中　

田

　
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
小
宮

　

小
宮
西

髙
木　

証
志

赤
羽　

淳
兒

清
水　

文
隆

松
尾　

三
郎

麻
和　

良
一

逢
澤　

博
光

丸
山　

富
次

河
野　

憲
二

秋
山
喜
美
子

佐
久
間　

晧

齋
藤　

朋
子

五
十
川　

進

田
澤　
　

稔

小
原　

良
成

小
澤　
　

勝

田
中　

好
子

犬
飼　

武
久

髙
山　

裕
子

村
山　

俊
雄

小
原
た
け
子

胡
桃
沢
里
香 

東　
　

洋
子

三
村
美
津
江

三
沢
枝
美
子

山
田　

博
甲 

髙
橋
ゆ
き
美

栗
田　

恒
子

山
岡　

京
子

佐
久
間　

晧 

高
山　

桂
子

犬
飼
美
智
子 

丸
山　

年
子

髙
山　

沙
織

秋
山
喜
美
子

茂
木　

博
子

山
村　

好
子

浅
澤　

忠
信

麻
和　

良
一 

曽
根
原　

弘

布
山　
　

崇

菅
澤　

吉
登

髙
山　

定
康

川
舩　

忠
子

勝
野　

智
行

牧
垣　

智
子

高
島　

清
次

平
林　

大
喬 （
委
員
長
）

髙
山　

裕
子 （
委
員
長
）

村
山　

俊
雄 （
委
員
長
）

川
上　
　

弘  （
全
市
版
）

島
内
地
区

地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー

寺
坂　

紗
弓

島
内
図
書
館

矢
野
奈
月
美

中
央
保
健

セ
ン
タ
ー 

鈴
木　

藍
子

☆
町
会
長

☆
町
内
公
民
館
長

☆
公
民
館
運
営
委
員
会

☆
文
化
委
員
会

☆
図
書
視
聴
覚
委
員
会

☆
館
報
編
集
委
員
会

牧
垣　

智
子 （
委
員
長
）

ま
す
。

　

力
不
足
の
点
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
島
内
の
み
な
さ
ま
の
健

康
づ
く
り
の
一
助
と
な
れ
る
よ

う
、
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
在
所
日
は
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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